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１．概  要 

   本装置は、ＤＣ～３ＭＨz（６００Ωの場合はＤＣ～２００ｋＨz）の周波数範囲に

対して最大６１ｄＢの減衰を与えることのできる特性インピーダンス７５Ω，６００

Ωの共用形の抵抗減衰器であります。 

 

２．構  造 

   小型・軽量に設計されており、特性インピーダンス６００Ω，７５Ωの切替えはレ

バースイッチで切替え致します。 

 

３．規  格 

  （１）減衰量      １０ｄＢ×５    ステップ 

              １ｄＢ×１０    ステップ 

              ０．１ｄＢ×１０  ステップ 

  （２）最大減衰量    ６１ｄＢ 

  （３）インピーダンス  ６００Ω±１０Ω 平 衡 

              ７５Ω±１Ω  不平衡 

  （４）温度範囲     ０℃～＋４０℃ 

  （５）周波数帯域    ６００ΩにてＤＣ～２００ｋＨｚ 

              ７５ΩにてＤＣ～３ＭＨｚ 

  （６）最大入力レベル  ＋２０ｄＢｍ 

  （７）減衰量許容精度 

    ６００Ω側 

周波数 

減衰量 

５０ｋＨz未満 ５０～ 

１５０ｋＨz未満 

１５０～ 

２００ｋＨz 

５ｄＢ以下 ±０．０５ｄＢ ±０．１ｄＢ ±０．３ｄＢ 

５．１～４０ｄＢ ±０．１ｄＢ ±０．２ｄＢ ±０．５ｄＢ 

４０．１～６１ｄＢ ±０．２ｄＢ ±０．５ｄＢ ±１．０ｄＢ 

  

    ７５Ω側 

周波数 

減衰量 

５００ｋＨz未満 ５００ｋＨz～ 

３ＭＨz 

５ｄＢ以下 ±０．０５ｄＢ ±０．１ｄＢ 

５．１～４０ｄＢ ±０．１ｄＢ ±０．２ｄＢ 

４０．１～６１ｄＢ ±０．２ｄＢ ±０．５ｄＢ 

  

  （８）寸法・質量   高さ 150mm，幅 76mm，奥行 55mm(突起物含まず) 約 900g 
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４．使用方法 

（１） 使用する回線および回路に合せて６００Ω（ＢＡＬ：平衡）または７５Ω（Ｕ

ＮＢＡＬ：不平衡）にインピーダンスの切替えスイッチを設定して下さい。 

（２） 各ステップのアッテネータを希望する値に設定して下さい。 

（３） ＡＴ－５０と回線または回路と接続して下さい。 

注１） ７５Ω側はＡＴＴが不平衡回路となっているので、Ｌ2（またはＬ1）端子

とアース（Ｇ）端子をショートして使用する事により、高周波数や低レベ

ルでの特性が改善されます。 

６００Ω側はＡＴＴが平衡回路となっているため、Ｌ2（またはＬ1）端子

とアース（Ｇ）端子をショートして使用すると規定のインピーダンスが得

られず、ステップエラーが大きく表れますので注意して下さい。 

注２）＋２０ｄＢｍ以上のレベルを長時間入力するとアッテネータが、発熱した

り、焼損する事があります。 

注３） 回線および回路のインピーダンスとＡＴ－５０の設定インピーダンスが異

なる場合、回線や回路の動作に影響を与える事があります。 

 

５．使用例 

（１）装置への入力レベルを調整する場合 

 

 

 

 

  （２）未知の回路の減衰量を測定する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     未知の回路（Ｂｌａｃｋ Ｂｏｘ）の電圧を測定し、次に同じ電圧を示すよう

にＡＴ－５０を調整します。ＡＴ－５０の示す値が減衰量（ロス）となります。 

（ＲＬは測定回路のインピーダンス） 

 

ＡＴ－５０ 装置 

ＯＳＣ 

ＡＴ－５０ 

電圧計 

ＯＳＣ 

Ｂｌａｃｋ 

Ｂｏｘ 

ＲＬ 
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（３） 未知の回路の増幅度を測定する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    発振器の出力電圧を測定し、次に同じ電圧を示すようにＡＴ－５０を調整します。 

    ＡＴ－５０の示す値が増幅度（ゲイン）となります。 

（ＲＬは、測定回路のインピーダンス）   

ＡＴ－５０ 

電圧計 

ＯＳＣ 

Ｂｌａｃｋ 

Ｂｏｘ 

ＲＬ 


